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2005年8月号　非暴力の実践

NI  No.381 August 2005
The Challenge to Violence

＜内容＞
（本文は英語です）

●暴力にどう立ち向かうのか
暴力を用いなくても良い結果が得られるのに、
なぜ非暴力は広まらないのか。スリランカを
例に考えてみる。

●ピープルパワー
最小限の犠牲で独裁者を追い出した、人権
の勝利の豊かな歴史。

●ガンジーからの手紙
今日の世界情勢について、ガンジーだったら
どんな見方をするだろうか。

●イラクの平和を妨げるもの
非暴力のチャンスをつぶし、イラクの平和を妨げる原因は、国際社会
と占領国の政策にあった。

●暴力的な世界 ― その事実

●誰の視点で語るのか
ブルンジのフツ民族とツチ民族の関係改善に一役買った新しい報道
手法について。

●軍縮よりも世界の軍隊の一斉廃止を
コスタリカのオスカル・アリアス・サンチェス元大統領が、軍隊のない
世界について語る。

●銃の回収とマッチョと教会
銃の回収をうまく進めるため、ブラジルのリオデジャネイロで行われて
いる心理面での取り組み。

●イラクに平和をもたらす行動
イラクにいなくても私たちにできることがある。間接的にイラクを助ける
7つの方法。

●暴力に魅せられる若者とボクシング
暴力的な若者のエネルギーを発散させるボクシングで、彼らにどんな
変化が起きたのか。

●これからの非暴力活動
非暴力ワーカーは世界で実績を上げているが、まだまだ課題は多く、
その人数は少ない。今後の非暴力の役割とその方向性をスリランカ
の現実から探る。

●アクション
武器取引のコントロールから非暴力活動への参加まで、行動を起こ
すための情報源。

***その他、世界の情勢を伝えるニュースやリポートも掲載***
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非暴力の実践
＜内容＞

(本文は日本語、一部英語です)

＜NI本誌記事の翻訳＞

●暴力にどう立ち向かうのか（NI p9-11の翻訳）

＜Reporting from Japan＞

●非暴力と日本　　　　　by ケイト・ストロネル（NI-Japan）
　　-「日本のガンジー」：阿波根昌鴻
　　-非暴力と仏教
　　-非暴力と女性：WEN-DO　　　　

●阿波根昌鴻のビデオ、WEN-DOセミナー、非暴力
平和隊・日本 (Nonviolent Peaceforce - Japan)に
ついて

＜Information＞

●次号のご案内、NIを教材にし
た英会話クラス開講、編集
後記など

＜Country Profile＞

●「世界の国のプロフィール
―ガンビア」

（NI　p36の翻訳）

NI（英語版、A4サイズカラー、約40ページ）と日本編集のNI-
Japan(日本語、A4サイズモノクロ、12ページ)をセットでお届け
します。

【年間購読（1･2月号は合併号のため年11回発行）】
1年間　10,500円(送料、消費税込み)
2年間　19,000円(送料、消費税込み)

【お試し用最新号またはバックナンバー】
1,000円(送料、消費税込み)

＜お問い合わせ・お申し込み＞

有限会社インティリンクス

〒193-0843　東京都八王子市廿里町46-2　　　Tel / Fax：0426-29-4863

E-mail：info@ni-japan.com　　　URL　http://www.ni-japan.com/

＊ホームページでは、購読お申し込みやバックナンバー照
会、無料メールマガジン申し込み等がご利用頂けます。

内戦や武力衝突が起きた場合、通常は政府、

軍隊、警察が対応し、一般市民が何かの役に

立てるなどとは考えないだろう。結局、非武装の

市民が武器の前に立ちはだかって流血を防ぐ

などということはとうてい起こりそうもない。しか

しそれと同じようなことが、人間の尊厳、文化、

ユーモアや、特に勇気（国や人間の間に起こる

争いを防ごうという勇気）を持った何百万人とい

う一般の人々によって実践されている。人々の

非暴力の活動は、すでに紛争を解決する強力

な手段であり、通常の戦闘やゲリラ戦よりも役

立つ方法だと主張する人々もいる。今月のNIは、

非暴力の効果を検証しながら、暴力が果たして

必要なものなのかどうかを検証する。


